
電子メールの公開についての対応方針
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[image: image3.emf]府民の関心が高い「知事と副知事・部局長との組織共用メール」を

一括管理する専用フォルダを設置 （平成２１年１月２０日から）

知事、副知事、部局長がメール発信時にフォルダ登録
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[image: image4.emf]公開請求への対応ルール

■ 府が合理的に対象メールを特定できるよう、請求者に「行政文書を

特定するに足る事項」（条例第７条第１項２号）を具体的にしてもらう

ことをお願いする。

（特定するに足りる事項の例）

・ 期間の限定（H20.10.1～10.31）

・ 事業の名称（「○○事業に関するもの」、「○○会議の打ち合わせに

関するもの」）

・ 送受信者（知事と○○部長とのメール）
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